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１．はじめに 

「指導者訓練体系」は「スカウト運動の成人に関する方針」（日本連盟版）発行、および「指

導者に関する指針」の改訂に伴い、別冊版として発行するものである。 

  訓練体系は指導者養成規程等の見直しにより、随時改訂される。 

 

２．訓練機関の構成 

 指導者訓練機関は、導入訓練課程、基礎訓練課程、上級訓練課程の段階的訓練およびスキル 

トレーニング、ウッドクラフトコースから構成される。このほか、必要に応じて指導者を対 

象として各種の訓練機関を開設することがある 

 

３．指導者訓練の体系 

 

（１）隊指導者訓練 

  ア．隊指導者訓練は、隊指導者のための訓練で、段階的な訓練内容の導入訓練課程、基礎訓 
練課程、上級訓練課程、およびスキルトレーニング等から構成される 

イ．導入訓練課程は、ボーイスカウト講習会をもって行う。これは、団指導者訓練の導入訓 

練と同一内容とする 

ウ．基礎訓練課程は、ウッドバッジ研修所スカウトコースと課程別研修をもって行う。課題研 

修（自己研修）と基本訓練（集合訓練）がある 

エ．上級訓練課程は、ウッドバッジ実修所をもって行う。第一教程（課題研究）、第二教程（基 

本訓練）、第三教程（実務訓練）がある 

オ．スキルトレーニングは、隊のプログラム企画の幅を広げ魅力あるスカウティングを展開す 
るための野外活動の基本的な技能を修得する 

カ．ウッドクラフトコースは隊指導者訓練の一環として、段階的訓練とは別に実施する 
   
  ■隊指導者訓練の構成と訓練の目的 

課程等 訓練名称 目  的 

導入訓練課程 ボーイスカウト
講習会 

本運動の概要とスカウト教育の原理と基本的な方法

について知る。 
基礎訓練課程 ウッドバッジ 

研修所スカウト
コース 

ボーイスカウト指導者としての責務を果たすことが

できるように、スカウト教育に関する基本的な内容

を習得する。  
ウッドバッジ 
研修所課程別研
修 

ビーバースカウト、カブスカウト、ボーイスカウト及

びベンチャースカウトの各課程に区分して開設する。

参加者が当該部門の隊長としての責務を果たすこと

ができるように、隊運営に関する基礎的な方法を習得

する。  
上級訓練課程 ウッドバッジ 

実修所 
隊長としてのプログラム推進能力を高める。 

ビーバースカウト、カブスカウト、ボーイスカウト及

びベンチャースカウトの各課程に区分して開設する。 
 スキル 

トレーニング 
隊長として一定のスカウト技能を身につけているこ

とを認定することにより、プログラム立案能力を高め

る。 
 ウッドクラフト

コース 
隊指導者上級訓練課程の訓練を修了した者を対象と

して開設し、参加者がスカウト技能を活用したプログ

ラムの開発能力を身につける。 
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上級訓練課程修了 

スカウト 
コース 

 

 

 

 

３泊４日（テント泊） 

課題研修：共通 

◆指導者訓練体系 認定・認証の流れ － 隊指導者編 － 

 

 隊指導者訓練 認定・認証・手続き 

上
級
訓
練
課
程 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基
礎
訓
練
課
程 

  

導
入
訓
練
課
程 

 修了認定者：主任講師 
① 全日程参加者に「修了証」を授与 
② 導入訓練課程修了訓練記章が着用できる 
③ 修了後すぐにスキルトレーニングを開始すること 

ができる 
 
 

上級訓練課程修了 

第二教程 
（基本訓練） 

３泊４日、４泊５日（テント泊） 

第一教程 
（課題研究 

  ＜各課程別＞） 

有効期間：２年 

第三教程 
（実務訓練＜課程別＞） 

第二教程履修日から１年以内 

ス
キ
ル
ト
レ
勖
ニ
ン
グ 

ウ 

勏 

ド 

バ 

勏 

ジ 

実 

修 

所 
  

課程別研修 
 

１日（８時間） 

課題研修：課程別 

履修認定者：主任講師もしくは所長 
・ 全期間参加者に「修了証」を授与 
・ 課程別研修の履修をもって本課程の修了とな
る。 

課題研修履修認定者：日本連盟トレーナー 
参加希望者は、申込書とトレーナーの認定を受け
た課題研修とともに所属県連盟へ提出する。 

 
修了認証者：総コミッショナー 

履修認定者：所長 

・ 全期間参加者に「履修証」「ウオッグル」を授

与 

 基礎訓練課程 
修了 

ウ 

勏 

ド 

バ 

勏 

ジ 

研 

修 

所 

課題研修履修認定者：日本連盟トレーナー 
参加希望者は、申込書とトレーナーの認定を受け
た課題研修とともに所属県連盟へ提出する。 

ボーイスカウト講習会 

7 時間 

第一教程履修認定者：日本連盟トレーナー 
参加希望者は、申込書とトレーナーの認定を受け
た課題研究とともに所属県連盟へ提出する。 

第二教程履修認定者：所長 
・ 全期間参加し、履修認定を受けた者に「履修
証」を授与 

スキルトレーニング認定者：県コミッショナー 

第二教程参加までに修了することが必要。 

第三教程履修認定者：県コミッショナー 
履修認定後、県連盟より実務訓練様式１(報告書
表紙)のコピーを日本連盟へ送付する。 

認証者：総コミッショナー 
日本連盟事務局：通知に基づき、「隊指導者上級訓
練○○課程修了証」とウッドバッジ２ビーズを交付
する。 

県連盟は適切な機会を設け、修了証とウッドバッ
ジ２ビーズの伝達を行う。 
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（２）団指導者訓練 

ア．団指導者訓練は、団指導者のための訓練で、段階的な訓練内容の導入訓練課程、基礎訓練 

課程及び上級訓練課程から構成される 

イ．導入訓練課程は、ボーイスカウト講習会をもって行う。これは、隊指導者訓練の導入訓練 

と同一内容とする 

ウ．基礎訓練課程は、団委員研修所をもって行う。課題研修（自己研修）と基本訓練（集合訓 

練）がある 

エ．上級訓練課程は、団委員実修所をもって行う。第一教程（課題研究）、第二教程（基本訓 

練）、第三教程（実務訓練）がある 

 
 ■団指導者訓練の構成と訓練の目的 

課程等 訓練名称 目  的 

導入訓練課程 ボーイスカウト

講習会 

本運動の概要とスカウト教育の原理と基本的な方法に

ついて知る。 

基礎訓練課程 団委員研修所 団指導者としての任務を理解し、団の管理と運営の能

力を高める。 

上級訓練課程 団委員実修所 自団の問題解決や将来に向かっての施策を推進する能

力を高める。 

 

 

（３）コミッショナー訓練 

ア．コミッショナー訓練は、コミッショナーのための訓練で、段階的な訓練内容の共通訓練課 

程、専門訓練課程から構成される 

イ．共通訓練課程は、コミッショナーベーシックトレーニングをもって行う。課題研修（自己 

研修）と基本訓練（集合訓練）がある 

ウ．専門訓練課程は、コミッショナー任務別研修をもって行う。コミッショナーとして必要な 

知識･技能を再確認し、それに基づく訓練（集合訓練）を行う 

 
■コミッショナー訓練の構成と訓練の目的 

課程等 訓練名称 目  的 

共通訓練課程 コミッショナー

ベーシック 

トレーニング 

本連盟の方針とその規程に従い、コミッショナーの任

務を理解し、その任務を遂行する能力を身につける。 

専門訓練課程 コミッショナー

任務別研修 

コミッショナーの任務の遂行に必要な知識と技能を高

めるとともに、教育面での指導力の向上を促進する。 
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－ 団委員編 － 

 

 団委員訓練 認定・認証・手続き 

上
級
訓
練
課
程 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基
礎
訓
練
課
程 

  

導
入
訓
練
課
程 

 修了認定者：主任講師 
① 全日程参加者に「修了証」を授与 
② 導入訓練課程修了訓練記章が着用できる 
③ 修了後すぐにスキルトレーニングを開始することが

出来る 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

上級訓練課程修了 

団委員研修所 
 

 

２泊３日 
（宿舎泊） 

 
課題研修 

基礎訓練課程 
修了 

課題研修履修認定者：日本連盟トレーナー 
参加希望者は、申込書とトレーナーの認定を受けた
課題研修とともに所属県連盟へ提出する。 

修了認証者：総コミッショナー 
・修了者所属県連盟は適切な機会を設け、「団委 
員基礎訓練課程修了証」を伝達する。 

・伝達後、修了者名簿を日本連盟へ提出する。 

履修認定者：所長 
・ 全期間参加者に「修了証」を授与 
・ 修了者は団委員長の登録資格が与えられる。 

第一教程履修認定者：日本連盟トレーナー 
参加希望者は、申込書とトレーナーの認定を受け
た課題研究とともに所属県連盟へ提出する。 

第二教程履修認定者：所長 
・全期間参加者に「履修証」を授与 

第二教程 
（基本訓練） 

２泊３日（宿舎泊） 

第一教程 
（課題研究 

 ＜各課程別

＞） 

第三教程 
（実務訓練＜課程別＞） 

第二教程履修日から１年以内 

第三教程履修認定者：県コミッショナー 
履修認定後、県連盟より実務訓練様式１(報告書
表紙)のコピーを日本連盟へ送付する。 

認証者：総コミッショナー 
日本連盟事務局：通知に基づき、「団委員上級訓練
課程修了証」を交付する。 

県連盟は適切な機会を設け、修了証の伝達を行う。 

ボーイスカウト講習会 

7 時間 



- 5 - 

専門訓練課程修了 
 
 

団担当コミ課程    地区コミ課程 

 

 

   県コミ課程     日本連盟コミ課程 

共通訓練課程 
修了 

－ コミッショナー編 － 

 

 

 

 

 

 

 

 コミッショナー訓練 認定・認証・手続き 

専
門
訓
練
課
程 

 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

共
通
訓
練
課
程 

  

コミッショナー 

任務別研修 

 

１泊２日 

（宿舎泊） 

 

 

課題研修 

 
※日本連盟コミッショナー

課程は別途定める。 

認証者：総コミッショナー 

対象：コミッショナー共通訓練課程又はコミッ
ショナー研修所の修了者で、現在各種コミッショ
ナーとして活動している者、もしくはその予定者 

専門訓練履修認定者：主任講師 
全期間参加者に「修了証」を授与 

課題研修履修認定者：県コミッショナー 
参加希望者は、申込書とトレーナーの認定を受け
た課題研修とともに所属県連盟へ提出する。 

 
コミッショナー 
ベーシックトレー

ニング 
 

２泊３日 
（宿舎泊） 

 
 

課題研修 

課題研修履修認定者：県コミッショナー 
参加希望者は、課題研修の履修認定を受け、申込
書とともに所属県連盟へ提出する。 

修了認証者：総コミッショナー 
・全期間参加者に対し、「コミッショナー共通訓
練課程修了証」を交付する。 

対象：隊指導者上級訓練課程修了者で、各種コ
ミッショナー、その候補者、または都道府県連盟
等役員およびその候補者  

共通訓練履修認定者：コースディレクター 
・全期間参加者に修了証を授与する 
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（４）トレーナー訓練 

ア．トレーナー訓練は、トレーナーのための訓練で、トレーナーの任務により副リーダート 

レーナーコースと、リーダートレーナーコースがある 

イ．トレーナーに就任した者は、自己の資質の向上を図るための自己研修に励み、トレーナー 

研究集会に参加しなければならない 

 

 

■トレーナー訓練の構成と訓練の目的 

訓練名称 目  的 対象者 履修認定者 修了認定者 

副リーダー 

トレーナー

コース 

 

 

本連盟の指導者の訓練方

針と訓練体系を理解し、

各種の指導者訓練、特に

導入及び基礎訓練を行う

技能を修得する。 

隊指導者上級

訓練課程修了

者 で 副 リ ー

ダ ー ト レ ー

ナーとなる適

性を有する者 

コースディレク

ター 

総コミッショナー 

リーダー 

トレーナー

コース 

 

 

 

本連盟の指導者の訓練方

針と訓練体系の理解を深

めるとともに、各種の指

導者訓練、特に訓練の企

画及び実施するための技

能を修得する。 

副リーダート

レ ー ナ ー で

リ ー ダ ー ト

レーナーとな

る適性を有す

る者 

コースディレク

ター 

総コミッショナー 

トレーナー 

研究集会 

トレーナーの能力向上と

資質の維持を図る。 

リ ー ダ ー ト

レーナー 

副リーダート

レーナー 

 日本連盟ディレク

ター 
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リーダートレーナーコース
修了 

副リーダートレーナーコース
修了 

－ トレーナー編 － 

 
 

 
 
 
 

 トレーナー訓練 認定・認証・手続き 

リ
勖
ダ
勖
ト
レ
勖
ナ
勖
コ
勖
ス 

 

 

 

副
リ
勖
ダ
勖
ト
レ
勖
ナ
勖
コ
勖
ス 

  

奉仕実績訓練 

↑ 

基本訓練 

（4泊 5日） 

↑ 

課題研修 

↑ 

推薦時課題 

認証者：総コミッショナー 

対象：副リーダートレーナーでリーダートレー
ナーとなる適正を有するもの 

課題研修認定者：県コミッショナー 
参加者はトレーナーの支援を受けた課題研修を
日本連盟へ提出する。 

奉仕実績訓練認定者：コースディレクター 

推薦課題認定者：県コミッショナー 
参加者はトレーナーの支援を受けた推薦課題を
日本連盟へ提出する。 

基本訓練履修認定者：コースディレクター 

奉仕実績訓練 

↑ 

基本訓練 

（4 泊 5日） 

↑ 

課題研修 

↑ 

推薦時課題 

対象：隊指導者上級訓練課程修了者で副リーダー
トレーナーとなる適正を有するもの 

推薦課題認定者：県コミッショナー 
参加者はトレーナーの支援を受けた推薦課題を
日本連盟へ提出する。 

課題研修認定者：県コミッショナー 
参加者はトレーナーの支援を受けた課題研修を
日本連盟へ提出する。 

奉仕実績訓練認定者：コースディレクター 

基本訓練履修認定者：コースディレクター 

認証者：総コミッショナー 
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